


 

 

 

1.吹田市管内 15 駅のエレベーター・多機能トイレ・ホームドア等のバリアフリー化（設置済・未設置）、 

 市有施設（小中学校・公園等を含む）のエレベーター・多機能トイレ・スロープ等のバリアフリー化（設

置済・未設置）を駅・施設ごとに一覧表で表したら、どこの駅が、どこの施設がバリアフリーになっている

か具体的にわかると思います。Ｐ31・Ｐ40・41 

 

 

2.移動等円滑化促進地区をブロック別に明記していますが、施設名と位置図だけでは、その地区の特性・バ

リアフリー状況がわかりません。 

 写真を使って、地区の特性・バリアフリー状況を載せた方がわかりやすいと思います。Ｐ68～ 

 

 

3.生活関連経路、準生活関連経路とも、市民にとっては大切な移動経路です。生活関連経路となる歩道は整

備され点字ブロックが敷設されているのに、準生活関連経路になったとたん凸凹があり点字ブロックがあり

ません。特に視覚障害の人はそれ以上は行くことが出来ません。 

 マスタープランにはどのように位置づけているのでしょうか。 

 

 

4.各公共交通機関の駅の無人化が増加傾向にある中、国が「駅の無人化に伴う安全・円滑な駅利用に関する

ガイドライン」を策定しています。 

 その中に、「障害当事者の要望を踏まえた環境整備」とあります。マスタープランには「バリアフリーに関

する課題整理」にあげられています。 

 具体的な取り組みを事業者ごとに明記する必要はないのでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 7 年 1 月 8 日 メールによる受領 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 7 年 1 月 17 日 郵送による受領 



 

 


